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＞ 　 　セ レ ブロ シドは 動物の細 胞膜 脂質の 重 要な構成 成 分 で あり，細胞認識や神

系伝 　達機搆 等に 重要 な働 き を持つ ことが 知 ら れている ．植 物 においても 微 量成

とし て 　 広 く 存在 す るこ とが 古く か ら 知ら れ てい る が，その生理機能と細 胞内 筒

性に つい 　てはあ ま り 知 ら れ て い な い． 我々 は ，黄化ヤエ ナリ下 胚軸 から 分 離さ れ
細胞膜と 液 胞 膜 の 脂質 繊 瀚

搬
たとこ ろ P　 ’ k ラ ミ ドモハキソシド （ CMH

がこ妨 の生 　 体 膜 中 に 多量 に存在し，主要 な 膜脂 質 成分の ひ とつで あることを見いだVt

iPlant　　Phy ・1。L　82 ，1986 ）・ こと 1 こ，液胞 躑こは， 全脂 質の約17　m。1 ％leas
す るCMH が 含ま れ ている・ CMHは リ ン 脂 質 と 1 ま異な って ， アミド結 合し てい

脂 肪 酬ま一 般 に 鰤 曝 鎖 脂 騰が 多 くt か つ 詠薩 を 有 す る など の 特 徴が

り ， そ
の衡 移 艶 鍍 　は 一般 に高

ものと推 定 さ れ る。 　 　　今回， x 々はヤ xナ リ下 胚軸の液 胞 膜 から韈 された
ｦH の概移 潟度を 示 差 熱 分析 装 置 igmv て 浬掟蝿 と 欺 ，その相転移 購 える

蝋の pc や PE ， ならび 　 にステ ロー ルの影 響に つい て も検討 し た．結果は以 下に

約き
れ
る。 （ 1 ）渡胞膜の C「 ” IH の概移開始温 度 は 35℃ である・ （2）液 胞膜 のC

とPC 覗 （
i ：い／ のと混 合すると ’ 　 ’

ノ ン脂質 の 勲増す ee つ れてP 　 CMH の

転鞭 始 温度は 低下する．し か 　 し ・1 ：9 （・ ／・）の 害 恰で も 湘 転移開始 温度 は5
にみ ら れるべ 3 ）遊離ス 融＿ル を加 えた場 s ・ 約 20 ％（・ ／・ ） ま で 1 ま ・ 弸 の 相 転

開始 温 度はあ 齣影 響 さ れ ないが ， 　そ れ以 上 の割 合 で加えると相 転 移は 認 めら れなくな
る

（ 4）C 潮， PC 。PE （ ユ ：1 ， 　w ／w ）お よ び遊 離 ス デロt ・ ル を 液胞膜脂 質組成
合 わせ て測定す る と ， 1

視゚ くに相 　 転 移 開 始温 度 があ る。 　 　 　以 上のe とか ら ，ヤ エ ナ リ の紬胞で
ﾜ ，お そらく 液 胞 膜が ｛ 鵬 棚 発的ζ こ 感 受 す る最も重要 な 生 体膜 で齣， CMH
相 転 移 我 大きな 役 割 を持 つ も の と推 魅れる． 嬲 讃 の相 転 移 によって 膜 透盤 や

`APT 説など の膜 結 合 鱇 の 活性力 彫 響さ れ ， 細 胞 質のpH やC ゲ 材 ン 灘

変イ 純 引き 起 こすこ
と洲鵬 傷害の一 原 因で あると 　推 定され る ． 一・ fi ， 液 胞 膜の 全 リ

脂質 中1 こは約 ll ℃で 相 分 離 を 起こす 高融 点のリ 　ン脂質分 子 種が 含 ま れてお り

こ れ はお そ ら く PG の飽 和分子種に 由来 す ると思 わ れ る・しかし・液 胞膜脂質中ex は 全 脂 質 の

5   相 当 するgalac 七 。 11pids が 含 まれて い るの で ， PG 鰹 吩子種の

部は ， 1 昆 入 して い la ブ ラ ス テ ド 脚岫 来す る 砺旨 性が否 　 定

き
ない．こ

点につ
い
て， さ ら に 検 討 を 進 め る必 要 が あ る 。 一87 − 一


